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 要  旨 
近年，モーターサイクルを含む自動車の排気ガス・燃費に対する規制は一層強化される傾向にあ
る．排気ガスを浄化するために用いられている三元触媒は，空撚比（空気と燃料の混合比）が理
論空撚比 14.7近傍から外れると排気ガスの浄化率が急激に下がってしまう特性を持っている．ま
た，触媒に使用される貴金属の価格高騰や，モーターサイクル特有のデザインの問題からも，触
媒を大型化することは困難である．これらの理由から，限られた触媒で排気ガスを効率よく浄化
させるため，高精度な空燃比制御手法の開発に期待が寄せられている．高精度な空燃比制御を実
現するためにはフィードフォワード制御により，シリンダに流入する吸気量を正確に推定するこ
とが重要な課題である． 
本論文ではスロットル開度や回転数などの運転条件の変化による動特性を考慮した吸気量推定モ
デルの同定手法を提案する．そのため，同定実験では燃料噴射量を固定し，運転条件であるスロ
ットル開度と回転数を変化させた際の空撚比を観測する．この方法により，条件の変化による吸
気量の動特性を空燃比から観測することが可能となり，吸気量の動特性を考慮したモデリングが
期待できる．空撚比の観測値と燃料噴射量から推定される吸気量を出力，スロットル開度や回転
数を入力としたモデルを同定する．動特性を考慮するため，各運転条件の現在～過去３ステップ
までの値を入力としている． 
モデルの構造は大きく分けて次の２種類を用いる．１つ目はニューラルネットワークを用いた動
的なモデルである．２つ目はルックアップテーブルの各格子点に定数ではなく，FIR や ARX モ
デルで構築される伝達関数を与えることでルックアップテーブルに動特性を持たせた局所線形モ
デルである．実機実験では，同定された吸気量推定モデルからの推定吸気量と目標空燃比に基づ
いて燃料噴射量を決定するフィードフォワード空燃比制御を行うことにより，モデルの妥当性を
検証する． 
また，実機検証の結果に基づき，より高精度な推定を可能とするようにモデルの修正も行ってい
く．修正したモデルはシミュレーションによりその有効性を確認する． 
加えて，空燃比を制御するために吸気量を推定する手法ではなく，運転条件と燃料噴射量から直
接空燃比を推定する手法の提案も行っていく．モデルは局所線形モデルにより実現する．同定し
たモデルはシミュレーションによりその有効性を確認する． 
 
